
平成 24 年度 2 月常任理事会議事録 

日  時 平成 25 年 2 月 2 日（土）15:30～16:50 

場  所 新潟県公社総合ビル 3 階会議室 

出席者 松田,吉原,渡邊,小柳,坂西,田澤,近藤,斎藤(功),安達,田村,佐藤卓,斎藤,佐藤,三好, 

味方,永井 

委任状 堀川,高野,高橋,神田,阿原,石田 

１．議長  渡邊副会長 

２．議事 

１）議事録確認   第 4 回理事会の議事録を確認し、変更事項なし。 

２）事務局行動報告 

12 月 08 日 第 4回理事会 

12 月 08 日 日臨技 チーム医療委員会･学術組織委員会に坂西理事出席 

12 月 09 日 日臨技 執行理事会議・第 62 回日本医学検査学会運営部会 
・学術組織再構築検討委員会に 坂西理事出席 

         12 月 21 日 日臨技 支部長会議・日臨技忘年会に 坂西理事出席 
         12 月 22 日 細胞診検査分野研修会へ松田会長出席 
         12 月 22 日 日臨技 理事会・学術委員会・広報委員会に坂西理事出席 

1 月 05 日 日臨技 JSLM 合同未来構想ＷＧ委員会に坂西理事出席 

1 月 12 日 日臨技 執行理事会議・生涯教育検討委員会に坂西理事出席 

1 月 18 日 日臨技 日本臨床検査教育協議会合同会議に坂西理事出席 

1 月 19 日 日臨技 臨時執行理事会に坂西理事出席 

1 月 22 日 第 2回新潟県臨床検査精度管理協議会へ松田会長、坂西理事出席 

1 月 24 日 医務薬事課へ吉原副会長、堀川副会長、小柳事務局長訪問 

1 月 25 日 日臨技情勢報告会、技師連盟責任者会議へ松田会長、坂西理事出席 

1 月 26 日 日臨技全国幹事会、北日本支部幹事会へ松田会長、坂西理事出席 

1 月 26 日 第 7回臨床検査セミナー、賀詞交換会 

2 月 01 日 新潟県・新潟市合同精度管理専門委員会へ松田会長出席 

          2 月 02 日 2 月常任理事会 

 

 

３）各部局報告、連絡 

総務部 

日･東北･新臨技 

･ 平成 24 年度「生涯教育推進研修会助成金」の送金について（通知） 

5 万円が入金された。1月 31 日現在申請中を含め 19 研修会中 12 研修会入金済。 

･ 「小島三郎記念技術賞」及び「福見秀雄賞」の推薦依頼について 

該当なし 



･ 第 5 回新潟県緊急搬送・受入協議会の開催について（通知） 

協議会委員として小田辺技師に打診する 

･ 第 3 回日本認知症予防学会の後援依頼について（依頼） 

後援承諾 

･  第 88 回新潟県臨床検査学会 収支報告 

収入 1,226,000 円 － 支出 861,916 円＝364,084 円の黒字になった。 

（収入には日臨技委託金を含む） 

今回は、学校を会場とし会場費用がかからなかったためである。 

   ・日臨技全国幹事会報告 

     平成 25 年度事業・予算について 

      各県で実施する研修会助成金１件 5万円、100 万円限度については本年度も実施。 

      組織活動の活性化 

      他学会との交流（日本臨床検査医学学会とのシンポジウム開催等） 

      生涯教育制度は、ステップアップを目指した制度への見直しを図る。 

      精度保障事業については審査作業の適正化のための説明会を実施したい。 

      精度管理調査については都道府県説明会の経費助成を検討する。 

      検査説明・相談のできる実践指導者を育成する。 

      福島県健康調査の支援のため超音波技師を育成する。 

   ・日本臨床検査技師連盟連絡責任者会議報告 

     宮島会長が連盟の代表代行になった。 

   ・第 2回北日本支部幹事会・東北責任者会議報告 

     衛生検査所・地区委員会調査指導員として永井正樹技師が選出。 

     7 月 13 日～14 日に生理機能検査部門の東臨技研修会を新潟で開催。 

     復興支援金の使途として、福島県の超音波技師地域認定助成金や各県災害対策支援ＨＰ 

     作成費用として 50 万円助成することになった。 

 

  広報部 

＜会誌＞ 

 第 286 号健康まつり記事について名前を間違えて掲載するミスが発生した。 

 届いた原稿に名前・医院名の記載がなく、新高速で表題と一緒に前記事をコピーペースト 

してしまった。誤った執筆者名を元にもくじ名も修正された。その変更を校正委員会で、 

 気付くことができず発行された。一番の原因は確認漏れである。 

 今後、こういったミスを起こさないためにも記事の担当者はもちろんであるが、 

 最終チェックの際は、ダブルチェックで表題、執筆者を確認することで対応していく。 

＜ＨＰ＞ 

特になし 

 



学術部 

   ＜検査・研究＞ 

    特になし 

   ＜精度管理＞ 

・1月 22 日に第 2回新潟県臨床検査精度管理協議会が行われ、検体不備の件について 

 新臨技が謝罪した。今後は冷蔵のものと冷凍のものを別にして発送する方向で 

 すすめる。 

 

各支部 

上越：1/22 選考委員会、1/30 役員会、3/9 支部総会 

中越：1/22 役員会、2/16 支部総会 

下越：1/12 役員会、2/17 選考委員会、2/23 支部総会 

佐渡：1/30 役員会、3/2 支部総会、2月中旬に選考委員会 

新潟：1/16 役員会、2/23 支部総会 

 

 

 

                                                  議事録署名人 田澤  崇  印 

斎藤  功英  印 


